
割合（％）

65.4%

33.3%

1.2%

0.0%

-

100.0%

割合（％）

38.3%

55.6%

6.2%

0.0%

-

100.0%

割合（％）

69.5%

29.3%

1.2%

0.0%

-

100.0%
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■回答総数　　８３人

問１　ご講演いただいた「世界文化遺産平泉の浄土思想」について、どう思われましたか。

1

人数（人）

31

人数（人）回答

１．大いに参考になった 53

２．ある程度参考になった 

３．あまり参考にならなかった

４．参考にならなかった

無回答

計

問２　秋田職業能力開発短期大学校の取組発表の活動について、どう思われましたか。

回答

１．大いに理解できる

0

2

2

83

45

5

0

83

２．ある程度理解できる

３．あまり理解できない

４．理解できない

無回答

計

４．必要でない 0

無回答 1

計 83

問3　奥州藤原氏を縁とした歴史と広域連携について、どう思われましたか。

回答 人数（人）

１．大いに必要である 57

２．ある程度必要である 24

３．あまり必要でない 1

１．大いに参考

になった

65.4%

２．ある程度参考

になった

33.3%

３．あまり参考になら

なかった

1.2%

４．参考になら

なかった

0.0%

１．大いに理解できる

38.3%
２．ある程度理解できる

55.6%

３．あまり理解できない

6.2%
４．理解できない

0.0%

１．大いに必要である

69.5%

２．ある程度必要である

29.3%

３．あまり必要でない

1.2%

４．必要でない

0.0%



割合（％）

55.0%

42.5%

2.5%

0.0%

0.0%

-

100.0%

割合（％）

51.9%

44.4%

3.7%

0.0%

-

100.0%

3

34

2

0

５．良くなかった 0

無回答

44

問4　今回のシンポジウム全体の内容はいかがでしたか。

回答 人数（人）

１．とても良かった

２．良かった

３．ふつう

４．あまり良くなかった

83計

問５　今回のシンポジウムで、歴史まちづくりへの関心や理解が深まりましたか。

回答 人数（人）

１．大いに深まった 42

２．ある程度深まった 36

３．あまり深まらなかった 3

４．深まらなかった 0

無回答 2

計 83

１．とても良かった

55.0%

２．良かった

42.5%

３．ふつう

2.5%

４．あまり良くなかった

0.0%
５．良くなかった

0.0%

１．大いに深まった

69.5%

２．ある程度深まった

29.3%

３．あまり深まらなかった

1.2%
４．深まらなかった

0.0%



№ 意見数

1 7

2 6

3 3

4 9

5 1

6 1

7 1

8 1

9 1

10 1

11 1

12 1

13 1

14 1

15 1

16 1

17 1

18 1

浄土思想について良い話が聞けた。歴史をどうみるか、歴史との対話の必要性。

①歴史まちづくり実践発表会について

ご意見、ご感想など

歴史まちづくりの意味が分かった。

何もないのが大館と思ってました。今日の資料を見てよく分かりました。
これから何を残していくのか。

町長、市長の思いとまちづくりへの向き合いが浄土につながるように。

横手市や美郷町に行ってみたくなるシンポジウムでした。

４人の首長さんからの情報発信と連携提案は良かった。

もう少し広い会場で開いてほしい。

今後も続けてほしい。

大変参考になった。

中尊寺、毛越寺のお話は、心を大切にしたまちづくりの提言。

努力のあとがみえ、大変な苦労をしている。頑張ってください。

歴史まちづくりの具体的な取り組み、実践についての発表を聞きたい。

市民の思いの温度差を感じた。市民の巻き込みが必要。
戎谷南山の絵巻物（後三年合戦絵詞）を通してもっと連携を深めるべき。

子どもの頃に横手市の金沢柵の勉強をしたが、今回このように語り継がれた歴史と知り、
とても良い環境だったとあらためて感謝しました。

連携の重要性、歴史のつながりが大切だと感じた。

地域住民の方々の文化財を守る意識の高さに感心しました。見習わなければならない事だと
思います。交流がなければわからなかったことなので、これから増々深い交流を希望します。

フロアーの参加者を含めたディスカッションがあればいい。

聴講者からの質問を受け付けて、１つ、２つ、答えてほしい。

問６　最後に、今回のシンポジウムのご感想や、歴史まちづくりの取り組みへのご意見・ご提案が
      ございましたら、ぜひお聞かせください。



№ 意見数

1 3

2 2

3 1

4 1

5 1

6 1

7 2

8 3

9 1

10 1

11 2

12 1

13 1

14 1

15 1

№ 意見数

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

何の為にまちづくりをするのか？歴史、観光に偏りすぎはしないか？
過去にとらわれす新しい観点からのまちづくりが望ましい。

まちづくりは人を育てていく、文化的手法で平和を築いていく、他人を生かすために
生きている。方向性が見えてきている。

大館をもっとＰＲして下さい。

横手市のように小・中学校からの取り組みが必要。
変革や推進のためには、よそ者、若者、ばか者がもっと必要。

交流人口を増やすために、縁を通じた観光ツーリズムが大切なことがようやくピンときた。

今後も大館市にある遺跡を探訪したい。良い企画をお願いします。

③大館市のまちづくりについて

ご提案やご要望など

歴史が見直されて、物語の中で地域間の連携が生まれ、各地域での営みが線となる
取り組みが歴まちなのだなと感じた。素晴らしい取り組みだと再認識できた。

奥州藤原氏を題材にして、まちづくりとまで銘打つのは大袈裟。泰衡の神社があるだけでは、
インパクトが弱く、せいぜい地域住民の誇りとして守る活動を応援したいと思うくらい。

歴史を知ることは、まちのアイデンティティ形成につながる大切なこと。

人づくり＝まちづくり＝国づくり　心と心のつながりが歴史をつくる。共感と共鳴が大事。

伝承については、行政と民間の連携が必須になってくる。

経済活動に結び付けるのが難しいと感じる。

観光、インバウンドに結び付くコンテンツが歴史分野でもまだまだ眠っていると思うので、
この事業自体は大いに推進してもらいたい。

先日ふるさと探検隊に参加して、浅利家、佐竹西家など知らないことが出て来て歴史に
興味を持ちました。

歴史まちづくりの取り組みをもっとＰＲして欲しい。

②歴史まちづくりの取り組みについて

ご意見、ご感想など

錦神社や西木戸神社、他の神社など個人での活動や私財提供をしている人への補助を
考えてほしい。

歴史は地道で、その成果は尺度で測れないものです。
まりづくりにおいて、歴史を検証しながら役立てていくことの大切さを知ることができました。

泰衡公と奥方が二井田に来たルートを知りたい。
泰衡公の鎧と兜が保管されている神社の場所と錦神社の関係について知りたい。

平泉町、美郷町、横手市の市民交流「歴史を通じた現地視察」をしてほしい。

平泉と奥大道については、弘前（平川）～平泉（紫波）～多賀城（仙台市岩切に河原宿）で
つながっている。

けもの道も歩いていれば大道になるという発言は、正に未来へ向けて仕組み作りをして、
実際に交流人口の増加につながる行動をすること。


